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ナンちゃん・ニーくん

校長 松田 公好

部活動などの活躍

区民大会 兼 汐入ジュニアオープン大会

準優勝

≪バレーボール部≫

≪読書感想文、作文コンクール、標語など≫

東京都読書感想文コンクール

佳作 〇〇〇〇さん(3-1)

荒川区読書感想文コンクール

優秀 〇〇〇〇さん(3-1)

佳作 〇〇〇〇さん(2-3)

生命保険文化センター 中学生作文コンクール
佳作 〇〇〇〇さん(1-2)

〇〇〇〇さん(2-1)、〇〇〇〇さん(2-1)、
〇〇〇〇さん(2-3)、〇〇〇〇さん(2-4)

あらかわ人権標語
「人と人 それは格差が ないはずだ」 〇〇〇〇さん(2-4)

「一等星 自分らしく 輝くあなた」 〇〇〇〇さん(2-4)

◀右：〇〇さん
左：〇〇さん

◀作文コンクール、
２年生表彰

〇〇さん(右)と
〇〇さん(左)

表彰を受けるバレー部部長
〇〇 〇〇さん(2-4)

今こそ気づき、考え、実行を❕

本校は長年、青少年赤十字（ＪＲＣ）と連携した活動に取り組んできました。そしてその態度目標で
ある『気づき、考え、実行する』を教育に深く取り入れ、生徒指導の場面でもこの言葉を活用してい
ます。

1月28日現在、荒川区内の小中学校では連日多くの感染者の確認が報告され、本校を含め多く
の学校で学級閉鎖等の対応をしている状況です。学校にとっては正に緊急事態と言えます。
このような時だからこそ『気づき、考え、実行する』を強く意識する必要があると感じます。

「オミクロン株は重症化しにくい」と言われます。確かにそうかもしれません。しかし、「だから感染し
ても大したことない」とはならないことに『気づく』ことが、まずは必要です。
そして、もし感染したらどんなことが起きるか、自分の家族、友達やその家族に及ぼす影響をよく考
えなければなりません。

感染者の体験談によくこんな言葉が聞かれます。「まさかこんなに大変なことになるとは…」
事前に様々なことを考えて（想定して）おけるかがどれほど大切なポイントであるかが分かります。

このような考え（想定）を踏まえ、絶対に自分
は感染しないように、自分の行動を制御でき
れば、『実行する』ことになるはずです。

生徒のみなさんはこんなこともチェックして
みましょう。
〇自分の行動が感染リスクを高めている
場面はありませんか？

□マスクを正しく付けていない
□大声を出す場面がある
□友達とじゃれ合うなどして距離が保てないことがある
□必要な場面で手洗いをしないことがある

確かに、と気づいたら、自分だけでなく、周りの多くの人たちのことを考え、感染しない行動を実行
してください。

一人ひとりが意識を高めることで、南二中の感染防止力は格段にアップします。ご協力をお願い
いたします。



１年生

１年生 和太鼓教室

校内書き初め展タコあげ大会

正月の恒例行事として地域の皆さんに親しまれている、南千住地
区委員会「新春タコあげ大会」が今年は会場を荒川総合スポーツセ
ンター大体育館に移して、1月9日(日)に行われました。当日は寒い
中、小学生とその保護者の皆さんおよそ120名が集まり、親子や
友人同士で楽しくタコ作りに取り組みました。その後、スポーツ
センターの運動場でタコあげが行われ、新年の願いや夢が込め
られたタコは空高く舞い上り、会場には歓声が溢れました。
南千住二中レスキュー部は、毎年ボランティアとして子どもたち
のタコ作りの手伝いを行っており、今年も2年生5名が参加。昨年
12月からタコ作りの絵付けなどの練習を重ね、当日は、タコ作り
の補助やタコあげの手伝い、会場設営や後片付けなどで大活
躍しました。ボランティア参加者の皆さん、お疲れさまでした。

1月19日（水）に、1学年の 「和太鼓教室」が行われまし
た。これは、日本の伝統文化を音楽を通して学ぶことを
目的に毎年開催されているもので、今年も地元の天王
太鼓「つくも会」の方々にご指導いただきました。
各クラスごと1時間の授業では、基本的な姿勢や打ち方
の練習からはじまり、バチさばきやリズムの取り方、和太鼓
のへりを打つ縁打ちなどを学び、しだいに皆コツをつかん
でいきました。練習を重ねるうちに、はじめは遠慮がち
だった音が教室にとどろく力強い音に変わり、表情も笑顔
にあふれました。最後には「荒川音頭」に合わせてリズム
良くバチを打ち鳴らし、広い多目的教室いっぱいに迫力
あふれる太鼓の音が響き渡りました。
つくも会の皆さん、今年もお世話になりました。

「校内書き初め展」が各学年のフロアを使って、1月12日（水）から31日(月)まで開催されました。書き
初めはお正月の習わしのひとつで、毎年冬休みの課題として取り組んでいます。各学年の課題から１つ
を選び、新年にふさわしい晴れやかな気持ちで書き上げられた作品は、勢いあふれる力強いものばか
り。各クラスの国語係と有志たちによって学年のフロアや教室の壁面などに展示され、国語科の先生方の
審査により、金賞、銀賞、銅賞が決まりました。

地域の皆さまからの年賀状

近隣の皆さまからレスキュー部に沢山の年賀状が届きました。
干支の寅にちなんだものやレスキュー部員に宛てた
メッセージが書かれたものなど、心遣いにあふれたもの
ばかり。 「いつも絆の配布をありがとう」など感謝の
言葉も添え られており、絆ネットワークの活動が
近隣の皆さまとの絆を育み、心の支えとなって
いることが伺え、これからの活動の大きな
励みとなりました。心温まる年賀状を
本当にありがとうございました。

区展

3年生 合格祈願！
都立・私立の推薦入試が終わり、3年生は2月
に行われる一般入試に向けて、志望校合格を
目指し、受験勉強に、日々の健康管理に励んで
います。
1月１２日(水)には、一人ひとりが合格祈願の白い
ダルマに目標を書き、教室に掲示しました。高校合格
を中心に、感染症の終息や家族・友だちの幸せなど願い
はさまざま。願をかけて向かって右側の目を書き入れま
した。願いが叶ったら、左側を入れます。3年生全員の
願いが成就してだるまに両目が入る春ももうすぐ。
最後の１人が合格するまで、3年生全員で励まし
合い支え合っていきます。

金賞
3年生 〇〇 〇〇さん(2組)、〇〇 〇〇さん(3組)、〇〇 〇〇さん(4組)
２年生 〇〇 〇〇さん(1組)、〇〇 〇〇さん(1組)、〇〇 〇〇さん(2組)、〇〇 〇〇さん(3組)、〇〇 〇〇さん(3組)
１年生 〇〇 〇〇さん(1組)、〇〇 〇〇さん(2組)
銀賞
3年生 〇〇 〇〇さん(1組)、〇〇 〇〇さん(4組)
２年生 〇〇 〇〇さん(2組)、〇〇 〇〇さん(3組)、〇〇 〇〇さん(3組)、〇〇 〇〇さん(4組)
１年生 〇〇 〇〇さん(1組)、〇〇 〇〇さん(4組)、〇〇 〇〇さん(4組)
銅賞
３年生 〇〇 〇〇さん(1組)、〇〇 〇〇さん(1組)、〇〇 〇〇さん(2組)、〇〇 〇〇さん(2組)、〇〇 〇〇さん(4組)、
〇〇 〇〇さん(4組)、〇〇 〇〇さん(4組)
２年生 〇〇 〇〇さん(1組)、〇〇 〇〇さん(1組)、〇〇 〇〇さん(2組)、〇〇 〇〇さん(2組)、〇〇 〇〇さん(3組)、
〇〇 〇〇さん(3組)、〇〇 〇〇さん(4組)、〇〇 〇〇さん(4組)
１年生 〇〇 〇〇さん(2組)、〇〇 〇〇さん(2組)、〇〇 〇〇さん(2組)、〇〇 〇〇さん(4組)

1月21日から24日まで、東尾久
のアクト21地下2階ホールで,
「荒川区立中学校連合展示会」
が開催されました。
南千住第二中からは国語科・
美術科・家庭科・技術科の授業
で作製された作品から優秀な
作品が出品・展示されました。


